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学習学習学習学習目標目標目標目標  

本講座の目的は、将来どのような場にあって保健医療に携わるにしても、一人前の医

師として公衆衛生の場で対応できる思考力の涵養と態度、すなわち、Public Health 
Mindedを身につけることである。 
１）知識 

公衆衛生学分野の対人保健サービスに関する事項を、予防医学の視点から、す

なわち、疾病にかからないための健康増進（一次予防）、早期発見早期治療（二次

予防）、さらに、疾患を持つものの機能回復、社会復帰（三次予防）の視点から保

健・医療・福祉を総合的に学ぶ。具体的な項目は下記のとおりであり、到達目標

は評価のところに示した。 
公衆衛生学の歴史と業績、新しい保健学、地域医療学、保健統計の主要指標、

衛生行政健康増進、生活習慣病対策、母子保健、学校保健、老人保健、精神保健、

感染症、国際保健、エイズ、難病、医療対策、医療費、医療保障、保健関連法規、

介護保険、Evidence-based Medicine 
 ２）技能 

EBM（Evidence-based Medicine）に対応できる資料収集および判断能力の育
成とともに、論理的思考能力、表現能力などのディベート能力の向上をはかるこ

とを目的に討論会を実施する。１グループ４人で進行班、賛成班、反対班が一つ

のテーマについて担当する。各討論終了後にディベートの態度および各自のテー

マに対する意見をレポートする。 
 ３）態度 

対人保健サービスの現場において、住民の立場に立って対応できる態度を身に

つけるために、実習を行う。保健所、市町村、病院、学校、老人保健施設、障害

者施設など 25箇所に分かれて、自分たちの立てた実習目標と計画に沿って実習を



 

 

し、報告会および実習レポートを作成する。 
授業計画授業計画授業計画授業計画    



 

 

 
試験・評価方法試験・評価方法試験・評価方法試験・評価方法  

 
学年 

 
実習時期 

 
講義及び実習内容 

コマ数

（1コマ
2時間） 

担当 

教官 

3 
 

10月 
～ 

1月 

（1）講義及び実習ガイダンス 
 
（2）公衆衛生学総論 
総論 1：公衆衛生学の歴史と業績 
総論 2：新しい保健学、地域医療学 
 
（3）公衆衛生各論 
保健統計の主要指標、衛生行政、健康増進、生活習慣病対

策、母子保健、学校保健、老人保健、精神保健、感染症、

国際保健、エイズ、難病、医療対策、医療費、医療保障、

保健関連法規、介護保険 
 
（4）トピックス 
EBM、母子保健と障害児医療、分子遺伝疫学、公衆衛生学
と人類遺伝学の接点、遺伝子診療外来、21世紀の母子保健
－世界の小児の事故、らい予防法・優生保護法 
 
（5）討論会 
討論会準備 
討論 1  日・米・英・仏の医療制度の比較 
討論 2  子どもの脳死移植の問題 
討論 3  非配偶者間の生殖補助医療技術は認められるか 
討論 4  喫煙対策の立案 
討論 5  患者の輸血拒否に対する対処について 
討論 6  胎児条項による人工妊娠中絶の是非 
討論 7  介護保険法の現状と課題 
討論 8  国際医療保健協力で日本は何をすべきか 
 
（6）実習 
実習計画書作成 
実習先 
保健所（身延保健所、韮崎保健所、小笠原保健所、大月保

健所、甲府保健所、吉田保健所、日下部保健所、石和保健

所）、学校（笹子小学校、玉穂中学校）、市町村（甲府市役

所健康衛生課、塩山市保健環境課）、授産施設等（勝沼授産

園、いずみ園、穴山の里、白樺園、美咲園、グリーン・ヒ

ル・ホーム）、精神保健福祉センター、特別養護老人ホーム、

老人保健施設（春光園、快晴苑、明山荘、いちのみやケア

センター）、病院（城東病院、巨摩共立病院、飯富病院） 
実習報告会 
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・ 試験受験資格の出席の最低ラインは講義の 2／3以上（30コマ）と実習（実習準備、実習報
告会を含む）。 

・ ミニテストはその日の講義の確認を目的として講義の最後に実施（出欠票となる）。 
・ 確認テストを系統講義の後に行い、評価の対象とする。 
・ 最終試験形式は筆記および面接とする。 
・ 総括評価は最終試験と実習レポートを中心に、確認テスト、討論会の発言状況を加味して行

う。 
・ 到達目標を列挙する。 
1. 健康、障害と疾病の概念を説明できる。 
2. 日本の衛生行政の組織について述べることができる。 
3. 健康危機管理について説明できる。 
4. 地域保健法について基本的な考えを述べることができる。 
5. 保健所と市町村の業務についてその役割分担を中心に列挙できる。 
6. 世界保健機構の活動の支柱となっているプライマリーヘルスケアを簡潔に説明できる。 
7. プライマリーヘルスケアを担う医師に求められる役割とは何か説明できる。 
8. 母子保健の水準を示す指標で重要なものを 8つ示し、そのうち 2つについて最近の動向を概
説できる。 

9. 学校医の役割について述べることができる。 
10. 日本人の死因の推移について説明できる。 
11. がんの統計について最近の動向を概説できる。 
12. 生活習慣病の概念を説明し、この名称の導入の意義を述べることができる。 
13. 老人保健法の保健事業を列挙し、簡潔に説明できる。 
14. 老人保健施設について、他の老人施設との比較で、説明できる。 
15. 任意入院、措置入院、医療保護入院をそれぞれ簡潔に説明できる。 
16. ノーマライゼーションとはなにか、説明できる。 
17. 日本における HIV感染者、AIDS患者数の年次推移について説明できる。 
18. 結核緊急事態宣言とはなにか、説明できる。 
19. 予防接種法について平成 6年改正のポイントを述べることができる。 
20. 日本の医療保険、公費医療を説明できる。 
21. 医療費の収支を将来予想を概説できる。 
22. 高齢者福祉と高齢者医療の特徴を説明できる。 
23. 老人医療制度の対象者と費用負担について述べることができる。 
24. 介護保険制度の第 1号被保険者、第 2号被保険者とはなにか。対象者と受給権者、保険料負
担について述べることができる。 

25. なぜ、いま、EBMの重要性が指摘されているのかを説明できる。 
26. ヒトゲノム計画は社会とどのような接点をもつか、考えを述べることができる。 
27. 健康日本 21とはなにか、説明できる。 
28. Population strategy と High risk strategy の違いが説明できる。 
29. 健やか親子 21とは何かを説明できる。 
30. 健康政策立案の方法を概説できる。 
 
 



 

 

教科書教科書教科書教科書及び及び及び及び参考書参考書参考書参考書 
書名 編著者名 出版社 

＜教科書＞ 
国民衛生の動向 
公衆衛生マニュアル 
 

＜参考書＞ 
図解 国民衛生の動向 
衛生・公衆衛生 
公衆衛生学 
NEW衛生公衆衛生学 
総合衛生公衆衛生学 

 
 
柳川 洋 編 
 
 
 
和田 攻 編 
西川 八・小泉 明 編 
糸川 嘉則 他編 
藤原 元典・渡辺 厳一 編 

 
厚生統計協会 
南山堂 
 
 
厚生統計協会 
メジカルビュー社 
朝倉書店 
南江堂 
南江堂 

 
 
その他その他その他その他    
特に下記の点を注意すること。 
・ 目的意識を持って出席すること。 
・ 講義の途中入場、途中退場はしないこと。 
・ 一般的なマナーを守ること。 
 
信州大学医学部と山梨医科大学との遠隔合同授業について 
 
 信州大学医学部と山梨医科大学との間で、高速光ファイバ回線を利用した遠隔合同授業

を行っている。当講座でも信州大学医学部衛生学講座との合同講義を昨年下記のように実

施した。本年度も実施予定である。 
 
日 時：2001年 12月 10日（月） 13：00～16：30 
場 所：山梨医科大学臨床大講堂 
    信州大学医学部臨床第二講義室（臨床研究棟 4階、5階） 
講義名：山梨医科大学 3年次生 保健学Ⅱ（公衆衛生学）「倫理問題に関する討論会」 
    信州大学医学部 4年次生 社会医学実習（衛生学）「遺伝カウンセリング実習」 
 
内 容： 
前半（信州大学担当）「遺伝カウンセリングロールプレイ」 
 遺伝子解析研究の発展により、遺伝情報を医療の場で扱う必要性が高くなっている。一

方、遺伝の問題には誤解や偏見が根強く残っており、当事者の心理的不安や悩みは想像以

上に大きいものがある。この問題を解決するためには遺伝カウンセリングを行う必要があ

る。今回の実習は学生たちが遺伝カウンセリングロールプレイを行い、自分のもっている

知識をどのように患者・家族に伝えたらよいかを考えるきっかけを作ることを目的として

いる。 



 

 

後半（山梨医科大学担当）「胎児条項による人工妊娠中絶は認められるか」についての 
討論会 

 先端医療技術に関しては多くの倫理的問題があるが、将来の医療を担う医大生はこれら

の問題から逃れることはできない。倫理問題の唯一の解決策は、深い議論を戦わせること

である。討論会の進め方は進行班が概要を説明した後、賛成グループ、反対グループが意

見を述べ、互いに質問、それに回答、フロアからの質問、意見の後、最終弁論を行い、フ

ロアの学生にどちらかが論理的で、納得できたかを聞く。最後に、担当教官がコメントを

述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


